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Ⅰ．地域包括支援センターの運営状況について 

 

（１）設置状況 

  直営 委託 

地域包括支援センターの設置状況 1 0 

 

（２）職員配置の状況 

  保健師 社会福祉士 主任ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ 

国基準 1 1 1 

有田町地域包括支援センター 1 1 1 

 

＊第１号保険者の数がおおむね 3000 人以上 6000 人未満ごとに保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーを最

低限それぞれ１名配置しなければならない。 

  平成３１年３月１日付け 有田町６５歳以上人口 ６，６９１人  高齢化率 ３３．３% 

                             

Ⅱ．平成３０年度地域支援事業の実施状況について 

 

（１）介護予防事業 

 

（１） 介護予防事業（平成３０年度実施） 
  

区     分  事  業  名  実    施    内    容 備 考 

 

一次予防事

業 

（介護予防

普及啓発） 

健康トレーニング教室 

高血圧・糖尿病などの生活習慣病の予防・改善とともに、

健康づくりや介護予防のため、トレーニング機器を利用し

た運動教室を実施しました。 

今年度登録者

２０３名 

 高齢者の食生活改善推

進事業 

食生活改善推進員が、地区老人会等に出向いて食生活

改善の普及のための料理講習会等を実施しました。                                                

今年度１０回 

開催 

  
転倒骨折予防教室          

（水中ヘルス教室） 

腰痛や関節痛等の自覚症状のある方に特に有効な水中

運動を体験する機会を提供し、筋力増強や自覚症状の

改善をはかるため、スイミング事業所へ委託して実施しま

した。 

９月～１１月             

参加者３３名 
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介護予防教室          

（フレッシュくらぶ） 

低栄養や筋力低下による転倒や骨折などを予防し、健康

で生き生きした生活を送れるよう、運動機能・口腔機能の

向上や栄養改善に関する指導を行いました。  

今年度 

登録者数 

２１６名 

  折り紙教室 

おりがみを飾ってかわいく、暮らしの中でも活躍する一味

違った作品に変身させます。頭と指先を動かして楽しみな

がら認知症予防効果もあり、実施しました。 

今年度 10 回 

開催 

  男の料理教室 

適正な食生活によって健康でいきいきとした生活を送るた

め、男性に料理の基本から学び、自分でも簡単な調理が

できるように料理教室を実施しました。 

今年度８回 

開催 

  ハンドベル教室 

ハンドベルを使って音楽を奏でることで、自らの介護予防

に役立てる他、ディサービスセンターへの慰問等を行いま

した。 

今年度１０回 

開催 

  笑顔で元気教室 

レクリエーションや軽運動等を通じて、人とのコミュニケー

ションを学びながら楽しく体づくりができる教室を実施しま

した。 

今年度１０回 

開催 

  古文書教室(初級） 
江戸時代後期の旅日記を中心に、昔の生活文化を学ぶ

教室を実施しました。 

今年度１０回 

開催 

  ヤングシニア教室 
豊かな人生を送るために、さまざまな角度からの講座を実

施しました。 

今年度２２回 

開催 

  認知症予防講座 
認知症を予防し、いきいきと生活していただくための講話

を各地区の老人クラブ単位で実施しました。 

今年度２０回 

開催 

  脳のいきいき教室 
簡単な「読み書き」「計算」をすることで脳への刺激をする

ことで認知症の予防を図るため実施しました。(社協委託）  

今年度２５回 

開催 

 
簡易認知機能確認 

スケール 

早期での認知症機能確認を整備することにより、町民の

認知機能の現状を把握し、早期対応と対策を促すことで

症状が進行することを予防・抑制することを目的として実

施しました。 

今年度 

２０回開催 

参加者 

９８名 

 

 

傾聴ボランティア 

養成講座 

高齢者の話を聴くことで心のケアをする「傾聴」の活動を

するボランティアの育成講座を実施しました。（社協委託） 

今年度５回 

開催 
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一次予防事

業                               

（地域介護

予防活動支

援） 

  

  

  

 

 

高齢者の生きがいと 

健康づくり推進事業 

生きがいと健康づくりのため、地区ごとに、老人クラブ会員

による地域活動、スポーツ、娯楽、手芸の講座など、地区

の特性や要望を踏まえた活動を実施しました。 （老人ク

ラブ連合会へ委託） 

  

高齢者スポーツ大会 

老人クラブへ委託して、健康づくりと会員相互の交流を図

るため、高齢者スポーツ大会（シルバースポーツカーニバ

ル）を開催しました。                                          

  

音楽療法指導者 

育成事業 

音楽療法を用いた人材育成講座を開催し、各地区で開

催する高齢者の集いに必要な知識や技術を習得し、活

動できるリーダーを養成しました。 

今年度８回 

開催 

 
介護予防サポーター 

養成講座 

くまもと健康支援研究所へ委託し、介護予防サポーター

の養成・育成を行う。受講後は、各地区の通いの場へ出

向き介護予防教室を行う。 

受講者 

６１名 

 

（２）包括的支援事業 

 

① 総合相談支援業務 

総合相談窓口として、高齢者やその家族等の介護に関する相談や心配ごと、それ以外にも、健康

や福祉、医療や生活に関することなどの悩みに対応します。 

また、町内３ヶ所の事業所に在宅介護支援センターの業務を委託して、高齢者の総合的な相談に

応じたり、戸別訪問により高齢者や家族の状況についての実態把握を行っています。在宅介護支援

センターとは月１回連絡会議を実施し、情報交換や連絡調整を図りながら、特に支援が必要と思わ

れる世帯には各種サービスにつなげています。 
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＜相談件数（延べ）＞ ３１年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜在宅介護支援センターの活動状況＞  ３０年１２月末日 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 権利擁護業務 

 

ア．高齢者虐待への対応 

「高齢者が他者から不適切な扱いにより権利利益を侵害される状態や生命・健康・生活が損な

われる状態に置かれること」を高齢者虐待いわれています。今年度、高齢者虐待相談件数は２５

件でした。今後も、広報誌の掲載や研修会の開催などを通して高齢者虐待防止に努めていきます。 

 

 

 

相談内容 ３０年度 

介護・日常生活に関する相談 １３６ 

医療に関する相談   ６２ 

高齢者虐待に関する相談 ２５ 

権利擁護・成年後見に関する相談 １５ 

消費者被害に関する相談 ０ 

その他 １００ 

合計 ３３６ 

在宅介護支援センター 
相談件数

（延べ） 
担当地区 

有田町社会福祉協議会 ２５５ 
戸杓、外尾町、外尾山、丸尾、赤坂、黒牟田、応法、南原、南

山、原明、舞原、代々木、楠木原、上本、下本 

グリーンヒル幸寿園 ２５５ 
泉山、中樽、上幸平、大樽、幸平、赤絵町、白川、稗古場 

中の原、岩谷川内、境野、戸矢、古木場、大野、桑古場、本町 

有 田 ３０１ 

北ノ川内、黒川、仏ノ原、下内野、上内野、蔵宿、桑木原、山

本、大木宿、立部、広瀬、広瀬山、岳、山谷切口、上山谷、下

山谷、山谷牧、二ノ瀬 

合計 ８１１  
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イ．消費者被害への対応 

訪問販売等による消費者被害に対しては、消費生活センター相談員と適宜情報交換を行い、被

害にあったケースに対応し、居宅介護支援事業所等にも情報を提供し、被害の拡大防止に努めて

います。今年度、消費生活相談件数は０件でした。 

また、住民課主催の「多重債務者問題連絡協議会」に出席し、事例検討や関係機関との連携を

深めるために地域包括支援センターの役割について周知します。 

    

ウ．成年後見制度や福祉サービス利用援助事業の活用・促進 

成年後見制度の相談に応じたり、親族やケアマネジャーからの相談など高齢者の状況をみて、

支援が必要と思われた場合は、成年後見制度や福祉サービス利用援助事業を紹介し、制度の利用

を勧めます。今年度、権利擁護・成年後見に関する相談は１５件でした。 

 

エ．困難事例への対応 

金銭管理に問題のあるケースや経済的な問題のあるケース、社会との孤立やセルフネグレクト、

精神疾患等で高齢者やその家族に重層的に課題が存在しているケース等に対応しています。中に

は、ケアマネジャーからの相談もあり、関係機関と情報を共有しながら支援します。また、罪を

犯した高齢者の相談も増加してきており、業務が多岐にわたってきている事を実感しております。 

 

オ．高齢者虐待対応相談事業委託 

 佐賀県弁護士会と佐賀県社会福祉士会に委託しております。高齢者虐待に関する福祉行政サービ

スの提供及び高齢者虐待防止法に基づく行為に関し、有田町に対し弁護士、社会福祉士による情報

提供及び助言を行う事業です。 

有田町高齢者虐待防止研修会 

平成３１年１月１１日（金） 

概ね町内の居宅介護支援事業所の職員向けに研修会を実施しました。 

 

③ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

居宅介護支援事業所や介護サービス事業所を対象にした連絡会議を開催し、ケアマネジャーと関

係機関との連携を支援するとともに、ケアマネジャーとしてのスキルアップを図り、日頃の業務に

活かせるよう研修を実施します。その他に、介護支援専門員をリードする主任介護支援専門員 

１４名に向けて日々業務を検討する事例検討会も熱心に取り組んでいます。 

また、ケアマネジャーに対して個別指導を行い、相談を受け付ける等の後方支援を行います。 
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ア. 有田町介護サービス事業所連絡会議研修会の実施 

月 日 内 容 

5 月１７日（木） 福祉用具 NOW 

７月２０日（金） 有田町第７期介護保険事業計画、地域支援勉強会 

８月２３日（木） 有田町の介護保険の将来予測と方向性研修会 

９月１４日（金） 発達障害の人の理解と接し方 

１１月９日（金） 介護の日勉強会：看取り 自宅で最期を迎えるには 

１１月２２日（木） 障害者福祉サービス 

１月１１日（金） 虐待研修 

 

 イ.有田町介護支援専門員事例検討会 

開催月 議 題 

４月 『自立支援とリスクマネジメントの境界線』 

５月 『これまで受けてきたサービスは生きていく上で必要なお金がかかっても施設でなく

自宅で暮らしたい』 

７月 『ここでこのままでいいの？』要介護５で宅老所利用を継続するべきか？ 

９月 『モモちゃん（犬）を叩く夫が怖い。施設に入りたい。』夫の介護拒否と介護の不調和

により在宅生活に不安を抱える要支援２の利用者 

１１月 『家が極楽。いつでもあの世に行ってよか。』独居要介護３で認知症も進む中 

在宅を支えて行くには？ 

１１月 どこまでやるの？私の仕事。 

２月 認知症。独居でも自宅で生活したい。 

３月 夫への依存心と介護負担を軽減したい。 

 

３）指定介護予防支援事業所及び介護予防ケアマネジメントとしての業務状況 

 

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活をすることができるように「本人ができることは出来る限

り本人が行うよう支援する」ことを基本とし、具体的な目標を明確にしつつ、個々の高齢者の心身の

状態や生活環境等に応じた総合的かつ効果的なケアプランの作成および評価を実施します。 

地域包括支援センターでは、介護支援専門員が 1名専任されています。基本チェックリストで事業

対象者となった方と介護認定で要支援 1・2 となった方に対し、介護予防サービス等が適切に利用で

きるよう、その心身の状況、置かれている環境等を勘案し、介護予防サービス計画及び介護予防ケア
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マネジメント Aを作成するとともに、計画に基づいて介護予防サービスが適切に提供されるよう、介

護予防サービス事業者等の関係機関と連絡調整を行っています。今年度より、制度改正があり介護予

防ケアマネジメントＡ及びＣが開始されました。介護予防サービス計画同様、利用者の状態や介護予

防サービスに合わせた計画を作成しています。 

なお、地域包括支援センターは、指定介護予防支援業務の一部を指定居宅介護支援事業所に委託す

ることができるとされており、委託した場合においても、指定居宅介護支援事業所が作成した介護予

防サービス計画及び介護予防ケアマネジメント Aが妥当であるか確認し、ケアマネジャーが行った評

価を受けて今後の方針を決定しています。 

 

＜介護予防サービス計画の作成件数＞              平成３０年３月１５日 作成 

事業所名 

ｹｱﾏﾈ

ｼﾞｬｰ

数 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

地域包括支援センター １ 4 4 6 9 10 10 12 12 12 13 13  

委
託
事
業
所 

ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙ幸寿園 4 23 23 25 24 22 24 24 25 26 28 25  

全労済 いまり 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

有田町社会福祉協議会 ９ 56 54 53 54 51 52 52 52 50 50 48  

ともなが 1  2 3 3 4 4 3 4 4 2 3 3  

居宅介護支援事業所有田 5 25 23 24 25 28 28 26 28 28 26 26  

居宅介護支援事業所伊有 1  4 4 5 5 5 6 6 6 6 6 5  

そよかぜの杜 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 3 4  

竜門堂 6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2  

エンジョイライフ 1 2 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0  

瑠璃光苑 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 １  

 杏花苑  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

合計 ３６ 121 117 122 127 126 129 130 134 130 131 127  
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＜介護予防ケアマネジメント Aの作成件数＞           平成３０年３月１５日 作成 

事業所名 

ｹｱﾏﾈ

ｼﾞｬｰ

数 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

地域包括支援センター １ 27 25 24 21 22 23 23 23 24 25 23  

委
託
事
業
所 

ｸﾞﾘｰﾝﾋﾙ幸寿園 4  6 6 7 7 7 7 7 9 9 9 8  

全労済 いまり 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1  

有田町社会福祉協議会 ９ 46 47 48 49 50 48 48 48 50 50 48  

ともなが 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1  

居宅介護支援事業所有田 5 25 26 25 25 23 23 24 24 25 26 26  

居宅介護支援事業所伊有 1 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4  

そよかぜの杜 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1  

竜門堂 6 3 4 4 4 4 4 4 3 3 2 2  

エンジョイライフ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

瑠璃光苑 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 2 1  

 杏花苑  0  0 0  0  0  0 0 0 1 1 １  

合計 ３６ 114 114 115 112 112 111 113 114 118 125 126  

 

 

＜介護予防ケアマネジメント Cの作成件数＞           平成３０年３月９日 作成 

事業所名 

ｹｱﾏﾈ

ｼﾞｬｰ

数 

4

月 

5

月 

6

月 

7

月 

8

月 

9

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1

月 

2

月 

3

月 

地域包括支援センター ２ ０ ０ ０ ４ ４ ６ ３ ０ ２ ０ ２  

※短期集中予防サービス（元気がでる学校）を利用される方の計画を作成。 
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（３）任意事業 

 

 

介護給付等費用適正化事業 

 

 

（株）くまもと健康支援研究所に業務委託し実

施しています。有田町の介護保険に係る認定状

況や給付状況を多角的に分析し、介護給付等費

用の適正化・サービス展開の方向性を考察する

為の、基礎資料の作成及び町民や町内事業所職

員に対する啓発活動等実施しています。 

 

 

家族介護支

援事業 

家族介護教室 

要介護高齢者を介護する家族などに対し、適切

な介護知識を習得することを目的とした教室

を開催し、低栄養防止の食事の調理方法、町内

施設の視察、介護者が自宅で出来る簡単な運

動、口腔ケアの講義に加え、介護者の集いの場

（情報交換・はげまし合い）としても活用して

実施します。 

年４回 

 

 
在宅寝たきり 

高齢者紙おむつ支給事業 

寝たきり高齢者の快適な療養生活と介護家庭

の経済的負担を軽減するため、常時失禁状態に

ある人（所得税非課税世帯）を対象に、紙おむ

つや尿とりパットを給付します。  

給付者 

 １名 

 

 

その他の 

事業      

住宅改修支援事業 

住宅改修に係る相談や情報提供、連絡調整等を

実施しました。また、介護保険の対象となる住

宅改修について、ケアマネジャー等が理由書を

作成した場合に補助金を給付します。  

３件 

  

介護相談員派遣事業 

地域で自立した生活を継続するために、町が委

嘱する介護相談員がサービス事業所等を定期

的に訪問し（毎月１回）、利用者から話を聞き、

サービスの改善に努めます。   

相談員  

４名 

 

成年後見人制度等利用支

援事業扶助費 

判断能力が十分でない高齢者、知的障害者及び

精神障害者の生活の自立の援助と福祉の増進

のために、法律に基づいて審判の請求をする場

合必要な助成を行うと共に、成年後見人等に対

する報酬を負担することが困難である者に対

し助成を行います。 

報酬助成

利用者  

１名 
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 (４)在宅医療・介護連携推進事業 

 住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、在宅医療と介護サービ

スを一体的に提供するため、平成２９年度から伊万里市と共同で伊万里有田地区医師会へ委託を開始しま

した。相談窓口を伊万里有田共立病院へ設置し、在宅医療介護連携支援センターを名称としました。医師

会が雇用する相談員が中心となり、伊万里有田の医療及び介護の専門職種約２０名が運営委員とし、国が

定める８つの事業に取り組んでおります。 

 

 

(５)生活支援体制整備事業 

 生活支援コーディネーターの配置や協議体の設置等により、担い手やサービスの開発等を行い、高齢者

の社会参加及び生活支援の充実を推進することを目的とされています。当町では、平成２８年度から事業

開始しており、生活支援コーディネーターを２名、生活支援体制整備推進協議会の運営を有田町社会福祉

協議会へ委託して実施しております。 

 

 

(６)認知症総合支援事業 

 認知症の本人の意思が尊重され、出来る限り住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けること

ができる地域の構築することを目的としてア・イ・ウの事業を実施しております。 

 

ア．初期集中支援チーム 

 平成２９年度より嬉野温泉病院へ委託しております。今年度の介入人数は１０名です。 

月に１回チーム員会議が嬉野温泉病院で開催されており、情報共有や検討会が認知症専門医を含めて行わ

れています。 

また、集中支援チーム検討委員会は、各関係機関に委員になっていただき、年１回チーム員の活動につい

て検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

イ.認知症地域支援推進員 

 平成２８年度より有田町の３ヵ所の介護事業所へ委託しております。 

認知症地域支援推進員は月１回連絡会議を実施し、情報交換や連絡調整を図りながら、必要であれば初期

集中支援チームとの連携も随時行っております。 

 

＜認知症地域支援推進員の活動状況＞  ３０年１２月末日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ.認知症サポーター養成講座 

 認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範囲で手助けす

る『認知症サポーター』を町で養成し、認知症高齢者等にやさしい地域づくりに取り組んでいます。 

これは、広報等で周知を図り、町内で希望する団体からの要望があれば、佐賀県の研修を受けたキャラバ

ンメイトの方々に協力いただき、サポーター養成講座を開催するものです。 

最近では、町内の学校の協力で小学生を対象にした養成講座も開催しています。受講された方々には、オ

レンジリングを配布しています。 

これまでに 1,208 名受講していただき、サポーターとなっています。 

 

開催実績 

開催月日 受 講 団 体  受講数 

４月２０日 立部地区老人会    ８６名 

１２月１８日 大山小学校 ５･６年生    ８３名 

２月２日 曲川小学校  ６年生    ４２名 

 

在宅介護支援センター 
相談件数

（延べ） 
担当地区 

有田町社会福祉協議会  ７９ 
戸杓、外尾町、外尾山、丸尾、赤坂、黒牟田、応法、南原、南

山、原明、舞原、代々木、楠木原、上本、下本 

グリーンヒル幸寿園 ３６ 
泉山、中樽、上幸平、大樽、幸平、赤絵町、白川、稗古場 

中の原、岩谷川内、境野、戸矢、古木場、大野、桑古場、本町 

有 田 ８０ 

北ノ川内、黒川、仏ノ原、下内野、上内野、蔵宿、桑木原、山

本、大木宿、立部、広瀬、広瀬山、岳、山谷切口、上山谷、下

山谷、山谷牧、二ノ瀬 

合計 １９５  


